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日本圧着端子製造株式会社
（岸下真理＋岸下和代＋都倉泰信＋稲垣誠）

　圧着端子やコネクター等、接続システム製品を製造販売するグ
ローバル企業の国内拠点となる新社屋である。各階を４つのエリア
に分割し、隣り合うエリアを半階ずつスキップさせることで螺旋状に
構成された空間は、一般的には各階が層ごとに切れてしまうオフィ
ス空間を上下階共に視覚的に繋いでいく。螺旋をふたつ重ねるこ
とで二重螺旋構造が形成され、限られた空間の中で必要面積を確
保しつつ、均一でない多様な場が出現する。現在、それぞれのエリ
アには開発、営業、総務など様々な部署が入り、これまでには無かっ
た社内の新たな関係性の誘発が期待されている。また、内外装共
に多くの国産木材を使用しており、それらの素材感や色調の変化を
通して、あるいは、20年後に想定している外装木格子の取り替えを
通して、動的な建築の在り方を表現したつもりである。そこに流れる
時間をしっかりと繋いでいくために、そしてまた、都市部におけるヒー
トアイランド現象等の環境問題や日本の林業が抱える様々な問題
を解決して持続可能な社会を形成していくための小さくても確かな
一歩となることを期待し、循環資源であり、かつ経年変化を可視化
しやすい素材である木材を多用した。その上で、メンテナンスフリー
という思想を見直し、しっかりと手間を掛けて継続的なメンテナンス
を行うこととした。忘れかけているそんな建築の在り方もこれからの
時代の選択肢のひとつではないだろうか。
撮影：絹巻  豊  第59回大阪建築コンクール大阪府知事賞・第6回建築人賞受賞作品
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
年
の
五
月
下
旬
、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
に
位

置
し
、
日
本
を
代
表
す
る
高
級
ホ
テ
ル
と
し
て
世

界
的
に
も
著
名
な
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
建
て
替
え

計
画
が
突
如
発
表
さ
れ
た
。そ
の
内
容
に
よ
れ
ば
、

来
年
二
〇
一
五
年
八
月
末
に
本
館
の
営
業
を
終
了

し
、
九
月
か
ら
解
体
と
建
設
工
事
に
着
手
、
高
さ

一
九
五
ｍ
三
八
階
建
て
の
オ
フ
ィ
ス
・
客
室
棟
と
、

高
さ
八
五
ｍ
一
三
階
建
て
の
客
室
棟
の
二
棟
の
超

高
層
ビ
ル
に
建
て
替
え
る
計
画
だ
。
総
事
業
費

一
千
億
円
を
超
え
る
大
規
模
再
開
発
に
な
る
。
背

景
に
あ
る
の
は
、
こ
こ
数
年
来
の
外
資
系
ホ
テ
ル

の
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
都
心
の
ホ
テ
ル
間
競
争

の
激
化
と
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
開
催
で
期

待
さ
れ
る
宿
泊
需
要
増
加
へ
の
対
応
だ
と
い
う
。

以
前
か
ら
噂
さ
れ
て
き
た
計
画
と
は
い
え
、
公
表

さ
れ
た
完
成
予
想
図
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
る

よ
う
に
、
こ
の
ま
ま
計
画
が
進
め
ば
、
落
ち
着
い

た
た
た
ず
ま
い
は
失
わ
れ
、
環
境
が
激
変
し
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
名
門
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
で
す
ら
都
市
再
開
発
の
激
流
に
は
逆
ら
え
ず
、

ま
た
一
つ
東
京
を
代
表
す
る
戦
後
の
風
景
と
都
市

の
記
憶
が
跡
形
も
な
く
消
え
去
っ
て
し
ま
う
の
か
。

東
京
は
い
つ
ま
で
東
京
で
い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
う
痛
切
に
感
じ
る
の
に
は
訳
が
あ
る
。
こ
の

ホ
テ
ル
に
は
、
一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
を
間
近
に
控
え
た
戦
後
復
興
の
時
代
精
神

と
、
戦
前
に
帝
国
ホ
テ
ル
の
社
長
を
務
め
、
こ
の

ホ
テ
ル
の
生
み
の
親
で
あ
る
大
倉
喜
七
郎
の
信
念

と
構
想
力
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
た
建
築
家
た

ち
の
協
働
と
職
人
の
手
仕
事
が
幸
福
な
形
で
結
実

し
て
い
る
か
ら
だ
。
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
欧
米
の

模
倣
で
は
な
い
、
日
本
の
特
色
を
前
面
に
押
し
出

し
た
世
界
に
通
用
す
る
本
物
の
ホ
テ
ル
と
い
う
高

い
目
標
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
九
五
九
年
二

月
、
谷
口
吉
郎
︵
一
九
〇
四
～
七
九
年
︶
を
委
員

長
と
す
る
設
計
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、小
坂
秀
雄
、

清
水
一
、
岩
間
旭
、
伊
藤
喜
三
郎
が
起
用
さ
れ
る
。

彼
ら
が
目
指
し
た
の
は
、
京
都
御
所
に
代
表
さ

れ
る
平
安
時
代
の
洗
練
さ
れ
た
優
雅
さ
を
基
調
と

す
る
日
本
的
な
性
格
を
も
つ
建
築
美
の
達
成
で
あ

る
。
建
設
ま
で
の
経
緯
と
草
創
期
の
歴
史
を
ま
と

め
た
﹃
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
二
十
年
史
﹄︵
一
九
八
二

年
︶
に
よ
れ
ば
、
基
本
設
計
を
ま
と
め
る
た
め
だ

け
で
も
、
三
六
回
の
委
員
会
が
重
ね
ら
れ
た
と
い

う
。
お
そ
ら
く
、
設
計
委
員
会
に
よ
る
共
同
設
計

と
い
う
方
法
は
、
得
難
い
識
者
の
知
恵
を
結
集
で

き
る
利
点
が
あ
る
と
同
時
に
、
な
か
な
か
結
論
が

出
せ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
抱
え
て
い
た
に
違
い
な

い
。
ま
た
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
だ
施
主
の

大
倉
喜
七
郎
が
繰
り
返
し
示
し
た
具
体
的
な
注
文

と
の
調
整
も
難
航
を
極
め
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
最

後
は
、
委
員
長
の
谷
口
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、﹁
光
悦
、宗
達
そ
の
ま
ま
の
写
し
は
、か
え
っ

て
こ
れ
を
死
な
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
精
神

を
採
っ
て
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
納
め
る
こ
と

で
決
着
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
二
年
半
に
及

ぶ
議
論
を
経
て
、
一
九
五
九
年
七
月
、
次
の
よ
う

な
基
本
設
計
要
領
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
元
は
前
橋
藩
の
松
平
大
和
守
の
屋
敷
で

あ
っ
た
旧
・
大
倉
邸
の
跡
地
で
あ
り
、
東
京
の
下

町
一
帯
を
俯
瞰
す
る
景
勝
の
地
と
い
う
立
地
条
件

を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
。
次
に
、﹁
現
代
日
本

の
建
築
技
術
を
外
国
に
顕
彰
す
る
に
た
る
も
の
と

し
、
ホ
テ
ル
内
部
、
客
室
等
は
も
っ
と
も
斬
新
か

つ
近
代
的
で
便
利
な
設
備
を
完
備
す
る
﹂
こ
と
。

さ
ら
に
、
日
本
式
庭
園
や
茶
室
を
設
置
し
、﹁
種
々

斬
新
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
一
大
社
交
セ
ン
タ
ー

と
な
り
得
る
素
質
を
備
え
る
﹂
こ
と
。
そ
し
て
、

こ
の
基
本
要
領
に
従
っ
て
、
建
物
の
配
置
と
外
観

に
つ
い
て
の
方
針
が
決
め
ら
れ
て
い
く
。

　

す
な
わ
ち
、
メ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
敷

地
の
高
低
差
を
活
か
し
て
、
一
番
高
い
場
所
に
あ

る
霊
南
坂
上
の
大
倉
集
古
館
︵
伊
東
忠
太
設
計

一
九
二
七
年
︶
の
奥
に
配
置
す
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
き
な
建
物
で
あ
り
な
が
ら
、
地
上
六

階
、
地
下
六
階
の
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
が
実

現
す
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
客
室
か
ら
眺
望
が
確

保
で
き
る
よ
う
に
、
東
翼
、
南
翼
、
北
翼
か
ら
な

る
三
ツ
矢
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な
放
射
状
の
客
室
棟
配

置
が
考
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
金
沢
城
な
ど
の
城

郭
建
築
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
水
平
線
を
強
調
し
た

な
ま
こ
壁
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
外
壁
の
デ
ザ
イ
ン

が
採
用
さ
れ
た
。
一
方
、
ホ
テ
ル
の
内
部
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
家
の
持
味
を
活
か
し
て
、

谷
口
が
メ
イ
ン
の
ロ
ビ
ー
と
食
堂
と
バ
ー
、
小
坂

が
大
宴
会
場
、
清
水
が
和
風
の
宿
泊
室
、
伊
藤
が

中
小
の
宴
会
場
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
谷
口
は
、
メ
イ
ン
・
ロ
ビ
ー
の
正
面
を
飾

る
屏
風
型
の
壁
面
に
、
人
間
国
宝
の
富
本
憲
吉
に

原
画
の
作
成
を
依
頼
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、

西
陣
織
の
純
絹
の
つ
づ
れ
錦
で
制
作
さ
せ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
は
、
建
築

家
と
職
人
の
技
を
結
集
さ
せ
た
、
二
度
と
で
き
な

い
質
の
日
本
の
伝
統
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
融
合

が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
竣
工
時

の
原
形
を
守
り
、
今
も
訪
れ
る
人
々
に
新
鮮
な
印

象
を
与
え
る
の
が
、
メ
イ
ン
・
ロ
ビ
ー
だ
ろ
う
。

地
上
五
階
の
メ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
中
に

入
る
と
、
天
井
を
低
く
抑
え
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・

ロ
ビ
ー
の
先
に
見
え
て
く
る
ホ
テ
ル
の
中
心
と
な

る
空
間
だ
。
一
段
低
い
床
面
と
高
い
天
井
と
の
対

比
、
正
面
の
障
子
が
放
つ
柔
ら
か
な
光
、
輪
島
漆

塗
の
テ
ー
ブ
ル
と
花
弁
の
よ
う
な
ソ
フ
ァ
、
ラ
ン

タ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
照
明
器
具
な
ど
、
く
つ

ろ
い
だ
中
に
も
凛
と
し
た
華
や
い
だ
空
気
が
漂
う
。

　

竣
工
か
ら
半
世
紀
、
そ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
大
使

館
に
隣
接
す
る
好
立
地
に
も
支
え
ら
れ
て
、
数
々

の
海
外
か
ら
の
要
人
を
迎
え
、
世
界
の
ホ
テ
ル
ラ

ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
選
ば
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
老
舗
ホ
テ
ル
に
危
機
が
訪
れ
た
の
だ
。
ホ

テ
ル
の
原
義
で
も
あ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
お
も

て
な
し
の
精
神
を
守
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
東

京
ら
し
さ
を
支
え
、
多
く
の
人
々
の
記
憶
に
残
る

そ
の
た
た
ず
ま
い
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
失
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
余
り
に
も
大
き
い
。

5 階のメイン・ロビー

正面西側の外観

ホテルオークラ　1962 年
日本美を結実させた名門ホテルの行方

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページから予約することも可能です。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

大阪市東地域会「発足会PartⅡ」
8/29　CPD2単位（予定）

大阪市東地域会の発足会 Part Ⅱ「コリア
タウンウォッチング」を行います。
日程　8月29日（金）
第1集合場所　桃谷駅改札口17時
内容　異文化のまちコリアタウンウォッチング 
第2集合場所　焼肉の「新楽井」19時
　　　　　　  （生野区鶴橋5-17-28）
参加費　500円
懇親会参加費　4,000円程度
対象　大阪市内、中央区、天王寺区、生野区、

城東区、東成区、鶴見区に在住在勤の
会員の方。

※申込された方は、当日、直接ご都合の良い
　時間帯の集合場所にお越しください。

第12回神戸ウオーカー
シーボルトも見た石の宝殿と高砂の
歴史的町並みを歩く
9/6　CPD6単位（予定）

日本三奇の一つ「石の宝殿」と高砂の歴史的
な街並みを散策しながら学んでいきます。
日時　9月6日（土）  受付9：15〜 出発10：00
集合　JR宝殿駅（加古川の次の駅）
会費　3,000円
　　　（昼食代含む。交通費別途個人負担）
定員　30名
※昼食は「天繁」の天婦羅定食の予定
締切　8月28日（木）

シニア分科会 第52回
知らないと恥かしい!日本建築の
基礎「京都御所」
9/10　CPD2単位（予定）

寝殿造り、書院造り、数寄屋風など、歴史
上代表的な建築様式を調和させ凝縮してい
る京都御所を見学します。世界のトップレベ
ルにある日本建築を現代の視点で理解して
みる。そこから私たちの未来につながる手
掛かりが見つかるはずです。
日時　9月10日（水）　14：40分集合
集合場所　京都御所　清所門休憩所
※地下鉄烏丸線 今出川駅下車 徒歩10分
定員　25名　先着順
参加費　シニアサロン会員1,000円
　　　　本会会員1,500円  会員外2,000円
懇親会　5,000円程度  祇園 笑座（鳥料理）
申込締切　8月27日（水）
※京都御所参観申込に必要ですので、申込の

際は、ご自宅住所、Telもお知らせください。

第3回国際映画会
「レイテ島台風の被害に見る住宅地事情〜
フィリピンと日本〜」
9/12　CPD 3単位（予定）

映画監督であり NPO サルボンの代表であ
る今泉光司監督を招き監督自ら撮影したレ
イテ島台風の記録映画を見、監督のトーク
ショーを開催します。
日時　9月12日（金）
　　　受付17：30〜　開始18：00
会場　内田洋行ユビキタス協創広場CANVAS

　　　大阪市中央区和泉町2-2-2 谷四下車8分
会費　2,000円
トーク  今泉光司（映画監督）
ゲスト　梅津和時（サックス・クラリネット）
映画　「2013年11月8日レイテ島、
　　　 巨大台風ヨランダ上陸」
※純益は全てフィリピンの学校の子供達に 
　楽器を贈る支援に用いられます。
締切　9月4日（木）

㈱川島織物セルコン本社市原工場
見学会
9/18　CPD2単位

㈱川島織物セルコンでは織物の歴史を見て
いただける織物文化館を設けております。工
場見学では手作業での綴れ織の緞帳製作
や呉服帯の製作の作業風景、カーテンなど
の機械での織物工場を見学いただきます。
見学の最後に内井昭蔵設計の川島テキスタ
イルスクールも見学いただきます。
日時　9月18日（木）　13：45〜16：30
集合場所  13：45　叡山電鉄市原駅集合
見学場所　㈱川島織物セルコン本社・市原事業所
　　　　　京都市左京区静市市原町265
定員　40名（申込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

第10回海外研修旅行
「メキシコのバラガンとレゴレッタ
そしてアステカの遺跡・カテドラル」
11/10〜17　CPD30単位（予定）

今回はメキシコシテイを中心に、主にバラガンと
レゴレッタの作品を視察し世界遺産のプエブラ
の街並み、クエルナバカを訪ねまたテオテイワカ
ンの遺跡も巡ります。現地での交流も予定。
とき　11月10日〜17日（6泊8日）
参加費　15名参加の場合395,000円（但し
　　　　燃油サーチャージ他は別途必要）
※航空機の予約の関係上9月10日までにお
　申込みをお願いします。

事務局からのお知らせ

夏季休暇のお知らせ
8月13日（水）〜15日（金）は休ませていただ
きます。

　　平成26年度「おおさか優良緑化賞」
の募集

「おおさか優良緑化賞」は大阪府自然環境保
全条例等に基づく届出の行われた建築物の敷
地等における特に優良なみどりづくりの取組み
を表彰するものです。ただいま平成26年度「お
おさか優良緑化賞」の募集を行っています。
応募期限　8月29日（金）
詳細はHPをご覧ください。
問合　大阪府環境農林水産部みどり・都市環
　　　境室みどり推進課緑化推進グループ
　　　Tel.06-6210-9558
HP ︱おおさか優良緑化賞︱ 検索
http://www.pref.osaka.jp/midori/midori/
03ryokasho.html

第4回岸和田市都市景観賞の募集

岸和田の景観をリードする建築物や工作物等
を表彰することで、市民のみなさんに「岸和田市
のまちなみの魅力」について再発見していただ
き、これまで以上に市民と行政が協力しあって
岸和田市の景観をよりよいものにしていくことを
目的としています。一般公募部門への 自薦他
薦をお願いします。 
募集期間　7月1日（火）から8月31日（日）まで（必着） 
詳細はHPをご覧ください。
問合　岸和田市まちづくり推進部都市計画課
　　　景観担当
　　　Tel.072-423-9538
HP https://www.city.kishiwada.osaka.jp/
soshiki/44/keikanshou4th.html

「大阪府温暖化の防止等に関する
条例」の改正に関する説明会

大阪府では、平成26年3月に「大阪府温暖化
の防止等に関する条例」が改正され、平成27
年4月1日より施行されます。これに伴い、新制
度に関する説明会を開催します。
日時・会場・定員

8月25日（月）　大阪府咲洲庁舎18階会議室
　10：30〜11：30  45名
　15：00〜16：00  45名
9月5日（金）　大阪府咲洲庁舎18階会議室
　15：00〜16：00　45名
9月8日（月）　堺市役所本館地下1階大会議室東側
　10：30〜11：30　65名

参加費　無料（申込先着順）
申込締切　8月18日（月）必着
問合・申込　大阪府住宅まちづくり部建築指導室

審査指導課建築環境・設備グループ
　　　　　 Tel.06-6210-9725

平成26年度大阪府住宅省エネル
ギー設計技術講習会および施工
技術講習会開催

（設計技術講習会）
木造戸建住宅を対象に、省エネルギー住宅の
設計計画及び設計性能を実現するための施工
技術の重要性について解説を行うとともに、省エ
ネ性能の評価方法として改正省エネ基準に基
づく省エネ計算方法の解説と演習を行います。
日程　8/28、9/11、9/25、10/9、10/23、　
　　　11/6のいずれか1日
時間　10：00〜17：00
会場　大阪府建築建保会館5階
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
費用　1,000円（受講料）＋別途修了証発行
　　　手数料（修了証なしも選択可能）

（施工技術講習会）
住宅の断熱設計から断熱施工までのポイン
トをテキスト・DVD・カットモデルを活
用し分かりやすく解説します。
日程　8/21、9/4、9/18、10/2、10/16、10/30、
　　　11/13、11/20、11/27のいずれか1日
時間　10：00〜17：00
会場　花博記念公園ハウジングガーデン
　　　センターハウス2階
　　　大阪市鶴見区焼野1丁目南2番
主催・問合　大阪住宅センター
　　　　　 Tel.06-6253-0073
　　　　　 小角（こすみ）・寺尾・山田
※詳細はHP（http://www.shoene.org/）
　もしくは上記問合先へお問合せください。

日本建築学会住まい・まちづくり支援建
築会議住まいづくり市民セミナー@神戸

「住まいと市民生活−神戸、大阪、京都の住情報セン
ターの活動を振り返り、その「これから」を語りあおう−」

関西では、住まいに関する相談と情報発信を担
うセンターが神戸市、大阪市、京都市に設置され
ています。本セミナーは、各センターで積み重ねら
れてきた住まいに関する相談や情報提供、学習
活動等の事業を振り返り、それらが果たしてきた
役割や意義を確認・共有するとともに、今後、セ
ンターに期待される役割や取り組んでもらいたい
事業を、住まい・まちづくりに関心をもつ市民、関
係団体、専門家らが一堂に会して議論します。
日時　9月15日（月・祝）　13：30〜16：30
会場　こうべまちづくり会館3階ホール
　　　神戸市中央区元町通4-2-14
定員　90名　参加費　無料
申込　FAXまたはE-mailにて「催し物名称、氏

名、勤務先・所属、電話番号」を明記の
うえ下記までご送付ください。

　　　建築会議事務局（川田）
　　　Fax.03-3456-2058　
　　　E-mail：kawata@aij.or.jp

平成26年度 建築士定期講習
11/20、1/28　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に本講習を受講された
方が対象です。尚、平成23年度以前に建築
士試験に合格し本講習を未受講の方は、平
成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　11/20（木）　9：40〜17：30
　大阪国際交流センター、定員300名
　会場コード5C-52
　1/28（水）　9：40〜17：30
　大阪国際交流センター、定員300名
　会場コード5C-03
■申込締切日
　11/20（木）開催分：10/20（月）申込書必着
　1/28（水）開催分：12/19（金）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

クボタシーアイ株式会社堺工場見学会
8/27　CPD2単位

クボタシーアイ㈱では、給水管（埋設・ピット
内・立管）、埋設消火管等で使用する耐震性・
耐食性・施工性に優れた高密度ポリエチレン
管・継手を、堺工場にて製造しております。今
回の工場見学で、高密度ポリエチレン管・継
ぎ手の製造工程、接合部の性能試験の見学
を行うことで、高密度ポリエチレン管・継手へ
の理解を深めて頂ければと思っています。
日時 　8月27日（水）　14：30〜16：30
　　　（受付　14：15より）
集合場所　クボタシーアイ㈱ 堺工場　
　　　　　玄関守衛室前（現地集合）
　　　　　堺市西区石津西町14番2号
アクセス　南海電鉄「石津川駅」下車徒歩10分
定員　2グループ　計38名（申込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

最新の糖尿病と賢く付き合いましょう
8/28

今回は現役クリニックの若手院長の話を聞
く第2段として、栗原先生に現代病のひとつ

「糖尿病」をテーマに予防法&賢く付合う方
法を教えて戴きます。現役診療医に日頃の
疑問を相談して解決してみませんか。
日時　8月28日（木）　15：00〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　50名   
会費　シニアサロン会員1,000円
　　　本会会員1,500円　会員外1,500円
懇親会　（費用別途）終了後、先生を交えて
　　　　懇親会を行います。

が年々厳格になりつつあることを踏まえ、紛争
事例や処分事例、建築士賠償責任保険（けん
ばい）の事故事例をもとに、建築の事故時に適
用される保険の適用事例について講習いたし
ます。ぜひ本講習会をトラブルのない適切な業
務環境構築の一助としてご活用ください。
日時　9月19日（金）　13：25〜16：25
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・建築士の責任と義務
　　　・建築士業務の紛争事例の解説
　　　・建築士業務の保険適用事例の解説
　　　・建築士処分事例の解説
テキスト　「建築士業務の紛争・保険・処分事例」
　　　　（㈱大成出版社発行 3,240円税込）
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　本会・後援団体会員4,500円、
　　　　会員外6,500円（テキスト代含）

大阪府知事指定講習
建築基準法及び建築士法等一部
改正の解説講習会
9/30　CPD3単位

建築基準法及び建築士法の一部改正法案が
平成26年の通常国会で成立し6月に公布され
ました。すでに一部は施行され、今後も順次、多
岐にわたる改正法の施行が予定されています。
本講習では大阪府住宅まちづくり部から担当官
を講師にお招きし、今回の法改正の内容や背
景についての説明を行います。建築関係業務
に携われている方におかれましては、本講習会
を受講され日頃の業務に活かしていただくようご
案内いたします。
主催　（公社）大阪府建築士会
　　　（一社）大阪府建築士事務所協会
日時　9月30日（火）　13：30〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・建築基準法改正について
　　　・耐震関連法改正
　　　・マンション建替改修促進法改正について
　　　・建築士法改正について
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　主催・後援団体会員2,000円
　　　　会員外3,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
あべのハルカス建築技術講習会
10/2　CPD3単位

あべのハルカスの計画・建設にあたり「超高層コ
ンパクトシティ」のコンセプト実現に向けた斬新な
アイデアやデザイン、最先端の新開発技術、現
場の工夫や苦労など、設計者・施工者自らの視点
でその設計手法・技術を語り、あべのハルカスの
建築の全貌をわかりやすく紹介します。また、希望
者のみの展望台オプションツアーもございます。
日時　10月2日（木）　13：00〜16：50
　　　展望台オプションツアー　17：00〜
会場　あべのハルカス25階会議室
内容　・全体計画の紹介ビデオ上映
　　　・建築計画　・構造計画
　　　・設備計画　・施工計画
定員　300名（定員に達し次第締切）
受講料　本会・後援団体会員2,000円
　　　　会員外3,000円
　　　　学生1,000円（テキスト代含）
　　　　展望台オプションツアー　1,350円

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活
用ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

二級建築士／設計製図
受験対策講習会
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/3、9/7
直前対策コース　8/24〜9/7

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、
実務に直結した指導を行います。

■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/3（日）、Ⅱ：9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】25名（申込先着順）
　受講料　【各】建築士会会員13,000円、
　　　　　　　会員外15,000円
■直前対策コース（全3回、模擬テスト1回
　含む）
　日程　8/24（日）、8/31（日）、9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　建築士会会員35,000円、
　　　　　会員外40,000円

一級建築士／設計製図
受験対策講習会
課題解説・エスキース　8/23
模擬テストⅠ・Ⅱ・Ⅲ　9/13、9/20、9/27

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、実
務に直結した指導を行います。今年度より模
擬テストの通信講座を新設しました。通学の
お時間がとれない方はぜひご検討ください。
■課題解説・エスキース（通学講座）
　日程　8/23（土）　時間　9：00〜17：00
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　40名（申込先着順）
　受講料　会員12,000円、会員外14,000円
■模擬テスト（通学講座）
　日程　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）
　　　　Ⅲ：9/27（土）
　時間　9：00〜18：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】40名（申込先着順）
　受講料　【各】会員14,000円、会員外18,000円
■模擬テスト（通信講座）
　ご自宅への課題到着予定日
　　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）、Ⅲ：9/27（土）
　定員　【各】20名（申込先着順）
　受講料　【各】会員12,000円、会員外15,000円

平成26年度既存木造住宅の限界耐
力計算による耐震診断・改修講習会
9/18・12/18　CPD6単位

大阪府マニュアルに基づいて最新の技術を
習得していただく講習会です。
日程　①9月18日（木）　②12月18日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館内
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　主催・後援団体会員6,000円、
　　　　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築士業務の紛争・保険・処分事例
解説講習会
9/19　CPD3単位

建築紛争は多様化し、建築士への処分の運用

お詫び

本誌7月号の特集「建築人（けんちくび
と）」の辻野純徳氏に関する一部記事にお
いて、作品、設計者等の表現について不
適切な箇所があることを確認しました。
これらの記事は、辻野氏などからの提供資
料を編集したものですが、様々な関係者に
対する十分な配慮が足らなかった点がある
ことを反省いたしております。
ご関係の方にご迷惑をおかけしましたことを
心よりお詫び申し上げます。

編集人代表　米井　寛

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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Gallery 建築作品紹介
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Gallery 建築作品紹介 千里の家 設計監理：大西憲司設計工房
建築施工：西友建設

敷地は千里ニュータウンに位置し、近くに桜の公園や北摂の山並みを眺望
できる閑静な住宅地である。旗竿敷地の間口 3m、奥行 15m の竿の部分
にアプローチ、車 2 台の駐車場と駐輪場を配置し、奥の旗の部分に建物を
計画した。建物の平面計画を、敷地からの壁面後退線 1.5m の敷地形状に
合わせた台形の平面とし、敷地に馴染ませた。眺めのよい 2 階に、キッチン、
ダイニング、リビングの一室空間と子供室を配し、どこからでも風景を楽し
めるようにした。階段を挟んで配したガラス張りの子供室と一室空間が繋が
り、家族がどこにいても気配を感じ、安心感を与える。庭に植えられた緑や、
光や風などの自然と、美しい風景を楽しみながら暮らせる住まいである。

所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：専用住宅
施　　工：2014.5
構造規模：木造 2 階建
　　　　　（地下 RC 造）
敷地面積：177.67㎡
建築面積：62.80㎡
延床面積：143.11㎡
写　　真：福澤昭嘉

八千代の家 設計：川添純一郎建築設計事務所
施工：ビームス コンストラクション

建物は内外を含む 4 つの囲まれた空間（囲）と、その隙間に出来た空間
（間）で構成されます。
「囲」は四周に壁が有り、屋外から「囲」の内部を伺う事が出来ません。
「囲」の内側にはそれぞれ、室内空間と庭の外部空間があり、内外が一
体となった空間です。

「間」は外部に繋がり、住宅内のニュートラルな空間と設定しています。
「囲」と「囲」の隙間から、外部の幾つかの方向に空間が広がります。
閉じる部分、開く部分を用途に合せて配置し、それぞれに特徴の有る空間が出
来上がります。変化を感じ、日々 の生活を楽しむ事が出来る家をデザインしました。

所 在 地：兵庫県多可郡
用　　途：住宅
竣　　工：2013.12
構造規模：木造　平屋建
敷地面積：449.98㎡
延床面積：108.59㎡
写　　真：Stirling 
　　　　　Elmendorf
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物
理
的
な
耐
久
性
に
よ
っ
て
で
は
な
く
論
理
的

な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
機
械
的
な
シ
ス
テ
ム

で
は
な
く
、
よ
り
自
然
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
想
像
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
シ
ス
テ

ム
も
自
動
的
に
機
能
す
る
訳
で
は
な
く
、
結
局

の
と
こ
ろ
人
々
の
想
い
が
動
か
す
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
私
た
ち
は
そ
の
想
い
を
時
間
的

に
ど
れ
程
遠
く
ま
で
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
先
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い

が
、
私
は
で
き
る
だ
け
遠
く
ま
で
届
け
た
い
。

﹁
も
の
﹂
と
し
て
の
建
築
に
で
は
な
く
、﹁
こ
と
﹂

と
し
て
の
建
築
に
載
せ
て
届
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
に
、

そ
し
て
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
先
も
、
多
く
の

人
々
が
想
い
を
寄
せ
、
多
く
の
人
々
の
大
切
な

存
在
に
な
る
こ
と
だ
け
が
、
建
築
が
永
き
に
渡

り
生
き
続
け
る
唯
一
の
道
だ
か
ら
で
あ
る
。 

第
17
回

外装木格子の取替えで目指すもの −日本圧着端子製造株式会社の場合−

岸下　真理
1969 年兵庫県生まれ。1995 年金沢工業大学大学院工学研究科修士課程修了。1995 年〜 2000 年無有建築工房。2001 年岸下和代と Atelier 
KISHISHITA を共同設立。昨年末より築 90 年の古民家改修に携わり、建築における木材の持つ可能性と人々の想いの重要性を改めて感取し
ている。

今年度の建築人賞、大阪建築コンクールの入選作であるこの作品については、すでにさまざまなかたちで
紹介されています。改めて、このコーナーでは「20 年後に想定している木格子の取替えを通して、動的な
建築として時間を繋ぐ持続可能型社会への確かな一歩を築きたい」という思いに焦点をあて、設計者岸下
真理さんに語っていただきました。

い
る
。
悠
久
の
時
を
越
え
る
た
め
に
は﹁
変
化
﹂

し
、﹁
繰
り
返
し
﹂
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
極
端
な
例
だ

と
し
て
も
、
腐
っ
た
柱
脚
部
の
接
ぎ
木
を
は
じ

め
、
茅
や
瓦
屋
根
の
葺
き
替
え
、
土
壁
を
守
る

壁
板
の
取
り
替
え
、
畳
の
表
替
え
、
襖
や
障
子

の
張
り
替
え
な
ど
建
築
に
お
け
る
変
化
と
繰
り

返
し
は
、
永
い
歴
史
か
ら
見
れ
ば
つ
い
こ
の
あ

い
だ
ま
で
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
行
わ
れ
て
い

た
当
た
り
前
の
行
為
で
あ
る
。
今
で
も
完
全
に

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ

ら
の
行
為
の
絶
対
数
は
確
実
に
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。﹁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
手

間
の
掛
ら
な
い
建
物
﹂
と
い
う
幻
想
が
時
間
感

覚
と
想
像
力
の
欠
如
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
効
率

を
最
優
先
し
経
済
成
長
を
目
指
す
社
会
の
中
で

は
そ
れ
も
あ
る
意
味
仕
方
が
無
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
、
安
易
に
過
去
を
否
定
す
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
時
間
を
も

含
め
た
こ
れ
か
ら
の
建
築
の
在
り
方
を
考
え
た

い
と
常
々
思
っ
て
い
た
。

■
動
的
な
建
築

　
﹁
永
遠
﹂
と
は
止
ま
っ
た
時
間
の
こ
と
で
は

な
く
、﹁
変
化
﹂
し
﹁
繰
り
返
し
﹂
を
続
け
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
静
止
し
て
い
る
の
で

は
な
く
運
動
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
考
え
て
み
れ
ば
私
た
ち
人
間

を
含
む
自
然
全
体
が
常
に
動
い
て
い
る
。
動
く

こ
と
で
平
衡
を
保
つ
と
い
う
奇
跡
的
な
状
態
を

ほ
ぼ
意
識
す
る
こ
と
無
く
日
々
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
私
た
ち
と
同
様
に
、
実
は
建
築
物
も
常

に
動
い
て
い
る
と
い
う
見
方
、
建
築
は
不
動
産

で
は
な
く
微
動
産
で
あ
る
と
い
う
感
覚
。
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
そ
の
微
動
を
捉
え
る
目

と
感
覚
を
退
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
弱
っ
た
目
や
感
覚
で
も
捉
え
や
す
い

■
建
築
材
料
と
し
て
の
木
材

　

日
頃
、
小
さ
な
ア
ト
リ
エ
で
住
宅
を
中
心
と

し
た
小
規
模
な
建
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
私
に

と
っ
て
、﹁
木
材
﹂
は
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、

ご
く
一
般
的
な
建
築
材
料
で
あ
る
。
住
宅
な
ど

で
は
構
造
材
、
下
地
材
、
仕
上
材
と
使
用
さ
れ

る
箇
所
も
様
々
で
あ
り
、
先
人
の
知
恵
や
経
験

と
共
に
永
い
年
月
を
重
ね
て
き
た
﹁
在
来
木
造

工
法
﹂
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
も
ほ

ぼ
確
立
さ
れ
一
種
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
社
会
に

も
浸
透
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
建

築
・
建
設
業
界
全
体
を
見
回
し
て
み
る
と
、
私

の
常
識
が
決
し
て
業
界
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と

を
容
易
に
実
感
で
き
、
特
に
住
宅
以
外
の
建
築

に
お
い
て
は
現
場
で
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い

材
料
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

精
度
と
効
率
が
最
優
先
さ
れ
る
現
代
の
現
場
で

は
、
自
然
材
料
で
あ
る
木
材
︵
特
に
無
垢
材
︶

は
扱
い
に
く
く
、
出
来
る
こ
と
な
ら
使
用
を
避

け
た
い
と
施
工
者
か
ら
は
嫌
わ
れ
る
素
材
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
確
か
に
建
材
と
し
て
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
で

も
私
は
木
材
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
に
魅
力
を
感
じ

ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
自
然
素
材
、
つ
ま
り
私

た
ち
人
間
︵
人
間
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
︶
に

よ
り
近
い
素
材
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
強
度
と

加
工
の
容
易
さ
を
併
せ
持
ち
、
香
り
・
肌
合
い
・

木
目
な
ど
私
た
ち
の
五
感
に
リ
ン
ク
す
る
側
面

も
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
最
も
魅

力
的
な
の
は
﹁
循
環
資
源
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
建
築
材
料
と
し
て
使
用
可
能
な
状

態
に
な
る
ま
で
に
多
く
の
時
間
と
手
間
を
要
す

る
こ
と
が
、
現
代
の
超
高
速
社
会
あ
る
い
は
経

済
最
優
先
社
会
に
は
適
合
し
難
い
要
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
計
画
的
に
取
り

組
め
ば
私
た
ち
の
社
会
を
支
え
て
く
れ
る
重
要

な
資
源
に
な
る
こ
と
は
、
過
去
の
歴
史
に
学
ぶ

ま
で
も
な
く
想
像
に
難
く
な
い
事
実
だ
と
私
は

認
識
し
て
い
る
。

■
適
材
適
所

　

い
く
ら
木
材
に
魅
力
を
感
じ
る
か
ら
と
言
っ

て
、
原
理
主
義
的
に
﹁
全
て
を
木
材
で
！
﹂
と

思
っ
て
い
る
訳
で
は
決
し
て
な
い
。﹁
適
材
適

所
﹂
と
言
う
よ
う
に
、
物
に
は
そ
の
物
の
持
つ

﹁
本
来
の
居
場
所
﹂
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お

り
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
一
般
的
な
建
築

材
料
と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。
平
成
二
二

年
に
は
﹁
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
﹂
が
施
行
さ
れ
、
国

産
木
材
利
用
へ
の
追
い
風
が
吹
く
中
、
官
民
問

わ
ず
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
大
規
模
建
築
に
お

い
て
も
木
材
利
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
そ

の
中
で
も
﹁
大
規
模
木
造
﹂
が
各
方
面
で
研

究
・
開
発
さ
れ
て
お
り
、
木
材
を
様
々
な
方
法

で
集
成
し
た
材
か
ら
鉄
や
モ
ル
タ
ル
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
材
ま
で
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
ウ
ッ
ド
を
用
い
た
大
規
模
な
木
造
建
築
の
出

現
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
度

な
技
術
や
特
殊
な
工
法
を
要
す
る
そ
れ
ら
の
取

組
み
以
外
に
も
、
も
う
少
し
手
軽
に
木
材
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
使
用
方
法
の
選
択
肢
が
あ

る
は
ず
だ
と
い
う
個
人
的
な
想
い
を
以
前
か
ら

持
っ
て
い
た
。
巷
に
溢
れ
る
一
般
的
な
工
法
の

延
長
線
上
に
あ
る
方
法
と
日
本
中
ど
こ
で
も
入

手
可
能
な
材
料
を
用
い
た
取
組
み
を
都
心
の
大

規
模
建
築
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
が
、
昨
年
６
月
に
竣
工
し
た
﹁
日
本
圧
着
端

子
製
造
株
式
会
社
﹂
で
あ
る
。

■
時
間
感
覚
と
想
像
力

　

建
築
行
為
に
お
け
る
﹁
時
間
感
覚
の
欠
如
﹂

は
社
会
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

私
た
ち
日
本
人
が
古
来
よ
り
育
ん
で
き
た
豊
か

な
時
間
感
覚
を
取
り
戻
す
必
要
を
強
く
感
じ
て

変
化
を
纏
わ
せ
る
こ
と
で
今
の
時
代
の
﹁
動
的

な
建
築
﹂
を
表
現
で
き
な
い
か
と
思
慮
し
た
訳

で
あ
る
。
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
も
ち
ろ
ん
石

だ
っ
て
常
に
変
化
し
て
い
る
が
、
木
材
は
そ
の

変
化
が
比
較
的
顕
著
で
あ
る
。
保
護
塗
装
を

施
さ
な
い
こ
と
で
日
ご
と
に
色
を
変
え
て
い

く
﹁
よ
り
自
然
な
状
態
﹂
の
木
材
を
多
用
す
る

建
築
は
、
よ
り
変
化
を
感
じ
や
す
い
建
築
に
な

る
だ
ろ
う
と
い
う
想
い
と
期
待
か
ら
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

　

こ
の
建
物
の
外
壁
を
覆
う
木
格
子
は
一
般

木
造
住
宅
の
柱
と
し
て
流
通
す
る
杉
の
四
寸

角
︵
一
二
〇
×
一
二
〇
㎜
︶
に
熱
処
理
を
施
し

た
材
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
古
く
か
ら
あ

る
町
家
な
ど
の
伝
統
的
な
格
子
と
同
様
に
、
単

な
る
飾
り
や
内
部
を
隠
す
た
め
の
ツ
ー
ル
で
は

な
く
、
外
部
に
広
が
る
周
辺
環
境
や
自
然
環
境

と
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

た
め
の
空
間
装
置
で
あ
る
。
ま
た
、
外
壁
を

構
成
す
る
Ｐ
Ｃ
板
と
の
緊
結
方
法
を
考
慮
す

る
︵
公
的
機
関
で
実
物
大
実
験
を
行
い
検
証
を

重
ね
た
︶
こ
と
で
大
規
模
地
震
等
想
定
外
の
揺

れ
に
対
抗
す
る
構
造
要
素
と
し
て
の
役
割
も
僅

か
な
が
ら
担
っ
て
い
る
。
外
装
の
木
質
化
は
都

市
部
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩

和
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
つ
つ
あ
る

一
方
、
大
規
模
建
築
で
の
木
材
多
用
は
林
業
及

び
木
材
加
工
流
通
販
売
関
係
者
の
意
識
改
革
を

促
進
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
外
部
の
木
格
子
に
留
ま
ら
ず
内
部
の
床
及

び
天
井
仕
上
げ
、
ま
た
家
具
か
ら
ロ
ー
ル
ス
ク

リ
ー
ン
ま
で
多
く
の
木
材
を
使
用
し
空
間
の
木

質
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
最

も
重
要
で
あ
る
快
適
な
執
務
空
間
の
形
成
を
実

現
し
つ
つ
、素
材
感
や
色
調
の
変
化
を
通
し
て
、

あ
る
い
は
二
〇
年
後
に
想
定
し
て
い
る
木
格
子

の
取
替
え
を
通
し
て
、
動
的
な
建
築
の
在
り
方

を
表
現
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
リ
ー
と
い
う
思
想
を
見
直
し
、
し
っ
か
り
手

間
を
掛
け
て
︵
当
然
、
お
金
も
掛
る
が
︶
継
続

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
繰
り
返
す
。
た
か
だ
か

四
〇
〇
㎥
︵
立
方
メ
ー
ト
ル
︶
の
木
材
利
用
で

劇
的
に
状
況
が
変
化
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い

が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
﹁
変
化
と

繰
り
返
し
の
可
視
化
﹂
を
通
し
て
、
そ
の
場
所

に
流
れ
る
時
間
を
し
っ
か
り
と
積
み
重
ね
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
目
指
し
た
い
。
そ
し

て
同
時
に
、
都
市
部
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
等
の
環
境
問
題
や
日
本
の
林
業
が
抱

え
る
様
々
な
問
題
を
解
決
し
て
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
小
さ
く
て

も
確
か
な
一
歩
と
な
る
こ
と
も
願
っ
て
い
る
。

■
建
築
の
射
程

　

循
環
型
社
会
に
お
け
る
建
築
の
永
続
性
は
、

現場に設置したモックアップに見る木格子の色合いの変化。（左）2012年6月9日  （右）2013年2月9日 木格子上端部の詳細。格子 1 本につき上下 2 本
ずつの SUS 製 M16 アンカーボルトで外壁（PC
板）に緊結している。
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

七
月
十
六
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
一
名
、
監
事
一
名

︵
１
︶
収
支
状
況
に
つ
い
て

六
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
益
七
二
、一
七

二
、〇
一三
円
、費
用
二
八
、六
四
七
、二
六一円
、増
減
四

三
、五
二
四
、七
五
二
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

収
益
に
は
松
村
慶
三
氏
の
ご
寄
付
が
会
員
基
金
に

含
ま
れ
た
こ
と
、
会
費
及
び
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
が
対

予
算
で
約
八
割
納
付
さ
れ
た
状
況
、
ま
た
耐
震
評

価
業
務
の
案
件
に
よ
り
収
益
額
が
大
き
い
要
因
と

し
た
。
費
用
で
は
活
動
初
期
で
事
業
経
費
の
動
き

が
小
さ
い
た
め
に
収
益
額
と
比
例
し
て
お
ら
ず
、

増
減
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

︵
２
︶
建
築
人
﹁
動
静
レ
ポ
ー
ト
﹂
に
つ
い
て

本
会
の
内
外
に
お
け
る
活
動
を
よ
り
会
員
等
に
周

知
し
、
社
会
的
に
も
存
在
意
義
を
示
す
も
の
と
し

て
新
設
す
る
。
読
物
と
し
て
よ
り
本
会
活
動
の
紹

介
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は
各
委

員
会
・
事
務
局
、
掲
載
デ
ザ
イ
ン
は
編
集
が
担
当

す
る
。
ま
た
、
費
用
軽
減
と
掲
載
効
果
を
図
る
た

め
に
本
誌
掲
載
で
な
く
別
紙
挟
み
込
み
式
で
十
一

月
号
か
ら
試
行
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

︵
３
︶
メ
ー
カ
ー
リ
ス
ト
の
協
賛
特
典
に
つ
い
て

現
行
は
協
賛
企
業
を
Ｗ
ｅ
ｂ
紹
介
の
他
に
冊
子
化

し
て
配
布
し
て
い
る
も
の
を
特
典
効
果
が
薄
い
と

し
て
、
誌
面
広
告
・
同
封
Ｄ
Ｍ
の
割
引
、
Ｈ
Ｐ
の

バ
ナ
ー
・
メ
ル
マ
ガ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
無
料
広

告
を
新
規
協
賛
特
典
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

︵
４
︶
賛
助
会
員
企
業
と
の
提
携
事
業
に
つ
い
て

基
本
的
に
賛
助
企
業
と
提
携
す
る
こ
と
は
推
奨
す

る
。
た
だ
し
、
賛
助
企
業
の
イ
ベ
ン
ト
を
本
会
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形
や
製
品
自
体
を
推
奨
す
る

形
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
正
時
代
、道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
で
歌
舞
伎
が
衆
目
を

集
め
る
一
方
、劇
団
や
音
楽
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
海
外
か

ら
来
演
す
る
機
会
も
増
え
始
め
て
い
た
。松
竹
株
式
会
社
創

業
者
の
白
井
松
次
郎
氏
は
、国
際
的
に
通
用
す
る
劇
場
が
必

要
だ
と
考
え
、関
西
初
の
本
格
的
な
様
式
劇
場
と
し
て
、大

阪
松
竹
座
は
ミ
ナ
ミ
の
繁
華
街
に
位
置
す
る
道
頓
堀
に
計
画

さ
れ
た
。設
計
は
大
林
組
の
木
村
得
三
郎
氏
が
担
い
、施
工
は

大
林
組
。構
造
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
煉
瓦
張
壁
造
で

地
下
一
階
、五
階
建
て
。竣
工
は
大
正
一二
年︵
一
九
二
三
年
︶。

　

装
飾
に
テ
ラ
コ
ッ
タ
を
多
用
し
た
正
面
の
大
ア
ー
チ
が
特

徴
的
な
ネ
オ・ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
で
、装
飾
の
緻
密
さ
と
彫

り
深
い
陰
影
が
、更
な
る
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。杮
落
し

記
念
公
演
は
ド
イ
ツ
映
画﹁
フ
ァ
ラ
オ
の
恋
﹂な
ど
が
上
映

さ
れ
た
。そ
の
後
は
、松
竹
楽
劇
部
の
公
演
を
メ
イ
ン
に
、

海
外
の
舞
踊
団
公
演
な
ど
浪
速
の
新
し
い
文
化
発
信
の

拠
点
と
な
っ
て
い
た
。以
後
、戦
前
は
洋
画
を
中
心
に
、戦

中
と
戦
後
は
洋
画
の
封
切
専
門
館
と
し
て
映
画
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、平
成
九
年︵
一
九
九
七
年
︶に

劇
場
と
し
て
再
生
さ
せ
る
た
め
、北
側
の
外
壁
を
残
し
て

全
面
改
築
を
行
い
最
新
設
備
を
導
入
。現
在
も
、歌
舞
伎

公
演
を
中
心
と
し
た
舞
台
芸
術
を
上
演
し
て
い
る
。
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　　　　建築情報委員会
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　　　　編集人代表　米井　寛
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建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
十
一
︶

　
　

隣
地
と
の
＂
間
取
り
＂編

・
構
成　
橋
本
頼
幸

　

隣
地
か
ら
の
距
離
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、一
メ
ー
ト

ル
、聞
い
た
こ
と
は
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、隣
地
と
の

関
係
は
こ
じ
れ
る
と
修
復
が
大
変
で
す
。今
月
は
、相
談

員
の
昇
勇
様
に
話
題
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

工
事
が
止
ま
る

　

土
地
を
買
っ
て
か
ら
建
物
の
契
約
を
す
る
い
わ
ゆ
る

﹁
売
り
建
て
﹂を
購
入
し
た
相
談
者
。工
務
店
に
対
し

て
、隣
か
ら
ク
レ
ー
ム
。隣
に
対
し
て
も
自
身
の
依
頼
者

︵
相
談
者
︶に
対
し
て
も
穏
便
に
事
を
済
ま
せ
た
い
工
務

店
は
、﹁
基
礎
を
動
か
す
﹂と
言
っ
て
し
ま
っ
た
が
、お
隣
と

も
施
主
と
も
調
整
が
で
き
ず
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

民
法
の
規
定

　

民
法
の
規
定
で
は﹁
境
界
線
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
距
離
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い︵
民

法
二
三
四
条
一
項
︶﹂と
な
っ
て
お
り
、さ
ら
に﹁
前
項

の
規
定
に
違
反
し
て
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ

る
と
き
は
、隣
地
の
所
有
者
は
、そ
の
建
築
を
中
止
さ

せ
、又
は
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る︵
同
二
項
︶﹂と

し
て
い
ま
す
。た
だ
し﹁
規
定
と
異
な
る
慣
習
が
あ
る

と
き
は
、そ
の
慣
習
に
従
う︵
同
二
三
六
条
︶﹂と
も
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
隠
し
設
置
義
務

　

隣
地
に
新
築
さ
れ
た
建
物
の
窓
か
ら
我
が
家
が
丸

見
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。目
隠
し
の
設
置
を
要
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
と
、別
の
相
談
。

民
法
の
規
定

　

民
法
の
規
定
で
は﹁
境
界
線
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
未
満

の
距
離
に
お
い
て
、他
人
の
宅
地
を
眺
望
す
べ
き
窓
ま

た
は
縁
側
を
設
置
し
た
場
合
は
、目
隠
し
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い︵
同
二
三
五
条
一
項
︶﹂と
な
っ
て
お

り
、こ
れ
も
異
な
る
慣
習
が
あ
れ
ば
慣
習
に
従
う
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
原
則
は
建
築
基
準
法
が
優
先
さ
れ
る

　
ご
承
知
の
通
り
建
築
基
準
法
に
は
敷
地
境
界
線
に

接
す
る
外
壁︵
建
築
基
準
法
六
五
条
︶や
建
坪
率
の
制

限
を
適
用
し
な
い
建
築
物︵
同
五
三
条
五
項
一
号
︶な

ど
が
あ
り
、民
法
の
規
定
よ
り
も
緩
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。一
方
で
、外
壁
の
後
退
距
離︵
同
五
四
条
︶や
壁
面

線
の
指
定︵
同
四
六
条
︶な
ど
の
民
法
よ
り
も
厳
し
い

規
定
も
あ
り
ま
す
。よ
り
適
用
対
象
が
広
い
一
般
法
で

あ
る
民
法
は
、対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
特
別
法
で
あ

る
建
築
基
準
法
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
防
・
解
決
の
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と

　

法
律
上
の
ル
ー
ル
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
一
方
、隣

地
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
け
る
こ
と
や
、

目
隠
し
の
設
置
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
間
違
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。予
防
策
は
、後
か
ら
建
て
る
人
の
方

が
、設
計
者
と
よ
く
打
合
せ
を
し
て
、場
合
に
よ
っ
て

は
事
前
に
隣
地
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。も
し

紛
争
に
な
っ
た
場
合
の
解
決
策
は
、お
互
い
譲
れ
る
よ

う
な
具
体
的
な
策
を
提
示
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
近

道
で
す
。お
互
い
に
こ
れ
か
ら
隣
同
士
と
し
て
何
年
も

住
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、お
互
い
の
顔

を
立
て
る
の
も
現
実
的
な
解
決
策
で
す
。

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、一
メ
ー
ト
ル
以
外
に
も

　

隣
家
か
ら
雨
水
が
流
れ
て
く
る
こ
と
や
木
の
根
や

葉
が
敷
地
に
進
入
し
て
く
る
こ
と
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
考
え
ら
れ
ま
す
。エ
ア
コ
ン
室
外
機
や
換
気
扇
、給

湯
器・電
気
温
水
器
な
ど
の
住
宅
設
備
の
設
置
等
の

音
や
風
、に
お
い
等
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
し
ば

し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

設
計
者・監
理
者・施
工
者
と
し
て
は
、こ
う
い
っ
た

隣
と
の
関
係
も
し
っ
か
り
と
押
さ
え
た
上
で
、良
好
な

関
係
を
築
け
る
よ
う
な
提
案
や
工
事
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。＂
間
取
り
＂は
室
内
だ
け
の
話
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
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日本圧着端子製造株式会社
（岸下真理＋岸下和代＋都倉泰信＋稲垣誠）

　圧着端子やコネクター等、接続システム製品を製造販売するグ
ローバル企業の国内拠点となる新社屋である。各階を４つのエリア
に分割し、隣り合うエリアを半階ずつスキップさせることで螺旋状に
構成された空間は、一般的には各階が層ごとに切れてしまうオフィ
ス空間を上下階共に視覚的に繋いでいく。螺旋をふたつ重ねるこ
とで二重螺旋構造が形成され、限られた空間の中で必要面積を確
保しつつ、均一でない多様な場が出現する。現在、それぞれのエリ
アには開発、営業、総務など様々な部署が入り、これまでには無かっ
た社内の新たな関係性の誘発が期待されている。また、内外装共
に多くの国産木材を使用しており、それらの素材感や色調の変化を
通して、あるいは、20年後に想定している外装木格子の取り替えを
通して、動的な建築の在り方を表現したつもりである。そこに流れる
時間をしっかりと繋いでいくために、そしてまた、都市部におけるヒー
トアイランド現象等の環境問題や日本の林業が抱える様々な問題
を解決して持続可能な社会を形成していくための小さくても確かな
一歩となることを期待し、循環資源であり、かつ経年変化を可視化
しやすい素材である木材を多用した。その上で、メンテナンスフリー
という思想を見直し、しっかりと手間を掛けて継続的なメンテナンス
を行うこととした。忘れかけているそんな建築の在り方もこれからの
時代の選択肢のひとつではないだろうか。
撮影：絹巻  豊  第59回大阪建築コンクール大阪府知事賞・第6回建築人賞受賞作品




